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第84回山陽新聞賞贈呈式

研さん積み社会貢献
回 山陽新聞賞贈呈式

山

1

第8回山陽新聞賞の贈呈式が8日、岡山市北区駅元町のホテルグランヴィア岡山であり、文化、社会功労

松山さんら6人2団体受賞者と来賓の伊原木隆 「各2人、産業功労1人と山」た。(5面に特集)陽新聞奨励賞の文化部門1人1団体と社会部門1団体一の計6人2団体を表彰し
「太岡山県知事、大森雅夫岡山市長、中村正芳県教育長、

者た。

第8回山陽新聞賞の贈呈式で桑原社長から賞状などを贈られる受賞|那須保友岡山大学長、松久県商工会議所連合会長、大原謙一郎大原美術館名誉館長、黒住宗晴黒住教名誉教主、神崎晋旭川荘理事長
が出席した。

山陽新聞社の桑原功社長が一人一人に賞状と日本芸術院会員蛭田二郎氏制作のメダル、賞金(山陽新聞賞50万円、奨励賞30万円)の目録を贈り「皆さまはそれぞれの分野で長年にわたって研さんを積まれ、たゆまぬ努力によって社会に貢献されてきた。これまでのご精進に敬意を表します。次の時代を担う後進の育成にも力を発揮していただきた「い」とあいさつ。来賓代表の伊原木知事は「皆さまがいろいろな分野で頑張ることで地域が元気になっている。今後ますますのご活躍を祈念します」と祝福し受賞者を代表し、社会功労の県医師会長松山正春さ
禾津

ん(8) 岡山市中区原尾島=が「支えてもらった皆さんのおかげで今の私がある。受賞を機に、もうひと「頑張りしたい」と謝辞を述
べた。

賞は地域社会への貢献や国際舞台での活躍が顕著な岡山、広島県の個人、団体を顕彰し、山陽新聞社が毎年贈っている。
他の受賞者は次の皆さ

ん。(敬称略)
【文化功労】書家中池一舟(80) = 本名・克直、岡山市南区あけぼの町 彫刻家、画家武藤順九(75) 本

名・順一、津山市昭和町【社会功労】岡山大学術研究院医歯薬学域教授宮石智(5) = 岡山市北区伊福町【産業功労】岡山県経営者協会長野崎泰彦(7) = 岡

山市中区門田屋敷【奨励賞・文化部門】歌人大森静佳(30) 京都市(岡山市出身)▽福山文化連盟邦楽部 福山市霞町【奨励賞・社会部門】山中一換義民 彰会=真庭市
さんデジに動画

(伊丹友香)
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1頁 ◎山陽新聞社 無断複製転載を禁じます






